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農事組合法人設立！「さかもとのもと」 

今月の役員さんご紹介 

四つ葉振興会副会長 白川 和子（66） 
（今市地区まごころ福祉協議会会長） 

 ご  挨  拶 
    農事組合法人さかもとのもと 代表 河野 幹夫 

 
 平素は坂本米事業にご理解、ご支援を頂きありがとうございます。 
 さて、この坂本米プロジェクトを始め三年が経過し、その間振り返ると各
種PRデモ販売、県立大学のCOC事業、県外旭出身者への販売促進、石見レ
ストランバスへの商品提供等々、坂本米を知って頂く機会の広がりを得まし
た。今年度も坂本米新商品に、浜田市・県立大学・島根あさひ社会復帰促進
センターとの連携による商品開発が出来ないかと模索を重ねています。 
 こうした中「安定した生産」「安全安心な米づくり」がより求められ、法
人化の必要性も生まれました。2年余りの時は掛かりましたが、このほど
「農事組合法人さかもとのもと」が、浜田市長様、他関係各機関の皆様のご
出席頂き設立の運びとなりました。 
 この「さかもとのもと」の称号は、ふるさと納税返礼品に同封している坂
本米広報誌名から頂き、大切に使わせて頂きます。 
 今後は地域に根ざした法人として、また四つ葉振興会の一員としても貢献
して参りたいと思いますので何卒よろしくお願いします。 

 １月２６日、坂本米生産者6名が「さかもとのもと」農事組合法人を立ち上
げ、設立総会が開かれました。まちづくり団体四つ葉振興会や今市公民館も積
極的に支援して参りました。総会では、久保田章市浜田市長をはじめとする来
賓の皆さまからの温かい激励の祝辞や祝詞、地元住民も大きな拍手で応援して
頂きました。 
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 毎年４月の初めに開催 
している「ひなめぐり」 
は、期日前投票の会場と 
重なるため、開催を中止 
致します。 
 楽しみにされた皆さん 
には申し訳ございません。 
 なお、他の公民館は例 
年通り開催しております 
のでお楽しみください。 
 

  今年度からまごころ福祉協議会の会長をお受けし、四つ葉振
興会の副会長としてまちづくりの活動に参画しています。重責
に戸惑いながらみんなが笑顔で暮らせるまちづくりに夢や希望
を描いています。 
 次世代を担う若い方たちとの温度差をなくすためにも地域で
活躍するグループを整理し、子育て世代のママ達の力を借りな
がら新しい仕組みや組織が地産地消の買い支えをする事で地域
内で持続可能な経済循環が生まれる。新しい仕組みや組織によ
り心地よい居場所が出来、世代を超えた交流の輪も広がり「さ
さえ愛」から生まれる幸せのポイントの位置づけも高くなるの
ではないか。こんな思いで日々四つ葉振興会の活動に精進して
まいります。よろしくお願いいたします。 

お知らせ 



  
 
 自治区制度見直し案に、公民館
のコミュニティセンター化の案も
上がっています。このほど旭の全
地区での説明会も開かれました。
スケジジュールでは６月議会で方
針確定、９月議会で条例改正され
るということです。（説明会の資
料より） 
 同時に、旭センターの解体に伴
う施設の複合化により、公民館は
旭支所庁舎へ移転することが予定
されています。詳細が示され次第
住民の皆様にはお伝えします。 

編集後記 春は別れと期待の季節、あっという間に３月です。友達との名残惜しい日々を大切にしたいですね。（松）   

 教えて！藤田さん その6 

 
 ２月１１日（月）三隅町を会場に
島根県公民館研究集会・地域課題開
発型公民館支援事業の成果発表会が
開催されました。 
 四つ葉振興会からも役員４人が参
加し、公民館とまちづくり団体が共
に取り組んだ課題解決の事例発表を
聞きました。参加した南高台自治会
の方は、「新たな事業も必要だが、
ストレスにならない地域活動を継続
する方向も大事。」と話されていま
した。これからも、身近な生活課題
に向き合いましょう。 
 
 
  

平成３０年度 
 島根県公民館研修集会（兼） 
地域課題解決型公民館支援事業 

成果発表会 

「四つ葉助け愛隊」が始動します♪ 
 
 
 

 今回は、手や腕をケガ骨折した場合、家庭にある 
身近な物（スーパーなどのレジ袋）を使って腕をつ 
るす方法を紹介します。 

1）スーパーなどの 
 レジ袋を用意。 
 ※袋のサイズ30㎝位 

2）持ち手の横（点線） 
 両側を底まで切る。  

3）切込みを入れた部分に 
 腕を 通し、つり手部分 
 に頭を通して首にかける。 

 4）完成です。 

“おたがいさま”の気持ちで生活支援をし
ようと四つ葉振興会の有志が「四つ葉助
け愛隊」を立ち上げ、４月以降の活動を
めざしています。 

    ねぇねぇ！「四つ葉助愛隊」って何？ 
 
 今市地区でずっと住み続けられるよう  
 に出来る人が出来る事を出来る時にお 
 手伝いしようとする事だよ。困った時 
 に助けて貰えるとお互いに嬉しいよね。 
 
   ねぇねぇ！ドコに連絡すればいいの？どんな  
    コトを手伝ってもらえるの？ 
 
 今月詳しいチラシを配るから、良く読  
 んでね。お手伝いをお願いする人も、   
 手伝う人も「四つ葉助け愛隊」の会員 
 になって、お互いに支え合うんだよ。 
 
   ねぇねぇ！お手伝いの料金とか気になるな… 
 
 手伝いの種類で違うけど１時間千円 
   位だよ。詳しくはチラシを見てね。 
   四つ葉助け愛隊代表の佐伯三男さんが答えました。   

▼分科会の様子（会場：三隅中） 

公民館の移転について 
   お知らせ 
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